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に
埋
め
た
の
で
本
尊
だ
け
は
焼
失
を
ま
ぬ

が
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
L

に
明
日
〈
あ
け
び
、
愛
本
）
千
光
院

第
七
世
秀
証
和
尚
は
慶
長
六
年
八
月
十
七

日
一
夜
の
夢
を
み
た
。
一
人
の
僧
侶
が
運

把
を
手
に
し
て
現
わ
れ
「
わ
れ
救
世
の
悲

願
あ
り
久
し
〈
滑
水
の
山
に
埋
ま
る
。
汝

わ
が
形
傑
を
安
置
し
諸
人
に
良
縁
を
措
ぱ

し
め
な
は
利
純
無
量
な
ら
ん
」
と
告
げ
た

夢
さ
め
た
秀
証
和
尚
は
直
ち
に
本
尊
を
山

中
よ
り
掘
り
だ
し
ご
予
の
草
曜
を
つ
く
っ

て
こ
れ
を
安
置
し
た
の
で
あ
る
、
現
在
の

本
堂
は
文
也
年
間
の
建
築
で
あ
る
。

な
お
同
寺
に
は
等
身
大
の
毘
沙
門
天
の
す

ば
ら
し
い
仏
像
が
あ
る
、
藤
原
末
期
の
優

美
な
う
ち
に
力
強
い
傑
作
で
あ
る
、
然
し

惜
し
い
こ
と
に
は
岡
臓
が
肩
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
、
も
し
両
腕
が
お
れ
ば
充
分
に

国
宝
指
定
に
も
な
り
う
る
程
の
も
の
で
あ

る
、
一
昨
年
県
の
文
化
財
委
員
会
の
主
十

嵐
、
長
島
の
両
氏
が
調
査
に
来
ら
れ
県
の

文
佑
財
に
・
申
請
し
て
は
と
い
う
の
で
当
時

足
、
首
が
パ

7
1に
な
っ
て
縛
つ
で
あ

っ
た
の
を
、
地
元
の
浄
財
寄
附
に
よ
っ
て

現
在
は
一
広
に
修
理
が
で
き
て
い
る
。

氷
ら
く
荒
細
で
し
ば
っ
て
あ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
毘
沙
門
天
は
四
天
王
の
一
人
で
仏
般

を
う
ち
遭
け
る
勇
武
な
仏
様
で
あ
っ
て
、

あ
ま
り
あ
ば
れ
ら
れ
る
の
で
荒
な
わ
で
縛

っ
て
あ
る
の
で
あ
る
と
伝
説
が
の
と
っ
て

i

い
る
。

両
腕
が
な
い
の
は
こ
の
仏
様
が
山
へ
わ
ら

び
採
り
に
行
っ
て
木
か
ら
落
ち
て
け
が
を

さ
れ
た
の
で
両
腕
が
な
く
な
っ
た
の
だ
と

い
う
話
し
が
地
元
の
古
老
に
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

で
第
七
回
臨
時
金

八
月
三
十
日
開
催

議
案
第
ゴ
万
朝
日
町
職
員
還
職
手
当
支

給
特
別
措
置
条
例
制
定
の
件

以
上
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
て
可
決
さ
れ

終
了
後
直
ち
に
「
国
体
誘
致
に
つ
い
て
」

及
び
「
国
民
健
康
保
険
の
泊
地
区
再
開
に

つ
い
て
」
検
討
さ
れ
そ
れ
ん
＼
誘
致
、
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
、
午
後
五
時
過
ぎ
閉

会
し
た
。

八
月

一
四
日

議
会
議
員
主
催
東
京
大
相

横
小
丸
山
公
開
に
て
開
催

故
陸
軍
軍
暫
安
逮
由
政
君

の
町
葬
を
山
崎
、
真
浄
寺

に
お
い
て
執
行

議
会
常
任
委
員
長
会
議
開

桜且農
業
委
員
会
農
地
部
会
及

び
役
員
会
開
催

笹
川
小
学
校
に
お
い
て
自

衛
隊
募
集
公
報
映
閥
会
を

開
く

町
に
お
い
て
山
崎
小
学
校

改
築
工
事
の
竣
工
検
査
を

行
う

国
体
誘
致
持
別
委
員
会
開

刷
僅財

政
再
建
団
体
連
絡
協
議

会
を
当
町
役
場
に
お
い
て

開
催
、
県
地
方
課
長
外
係

員
、
関
係
七
カ
町
村
よ
り

町
長
、
財
政
課
長
等
出
府

議
会
総
務
委
員
会
開
催
、

町
財
政
再
建
の
一
端
、
入

社
会
福
祉
へ
の
前
進

民

生

課

泊
地
区
の
間
民
健
康
保
険
が
い
よ
い
よ

十
月

一
日
か
ら
再
開
さ
れ
る
と
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
ま
で
と
の
社
会
保
障
の
恩
典
に
浴
し

て
い
な
か
っ
た
泊
地
区
の
皆
織
も
、
相
互

扶
助
に
よ
っ
て
病
気
や
け
が
を
し
た
時
に

は
治
療
費
の
負
担
が
軽
〈
な
り
、
そ
れ
だ

け
生
活
が
安
定
し
た
と
も
言
へ
る
わ
け
で

す
。
建
る
と
と
ろ
野
中
地
区
の
人
達
だ
け

が
こ
の
恩
典
に
洩
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に

悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
日
も
早
〈
仲
間

入
り
さ
れ
る
よ
4
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
国
民
健
康
保
険
制
度
は
昭
和
七
、

一
八
日

ご

0
8

二
三
日

二
回
目

二
六
日

二
八
日

二
九
日

三

O
臼

員
盤
国
に
伴
う
退
職
手
当

特
別
措
置
条
例
に
つ
い
て

審
議

議
会
議
員
全
体
協
議
会
午

后
一
時
よ
り
国
体
誘
致
の

こ
と
に
つ
ム
て
協
議

午
后
＝
一
時
よ
り
臨
時
議
会

が
招
集
さ
れ
退
職
持
別
措

置
条
例
に
つ
い
て
審
議

員
山
漁
村
摂
興
計
画
に
つ

い
て
協
議
会
開
催

国
体
実
行
委
員
会
午
后
二

時
よ
り

三
県
三
郡
の
小
中
学
校
長

会
開
催
さ
れ
る

市
町
村
職
員
共
済
組
合
の

球
技
大
会
が
魚
湾
市
に
お

い
て
開
催
、
当
町
は
排
球

競
技
に
参
加

根
本
建
設
大
臣
午
后
五
時

頃
楽
町
、
元
屋
敷
海
岸
及

び
境
川
を
視
察
の
上
新
潟

県
へ

人
員
整
理
に
伴
う
退
職
者

十
名
の
送
別
会
を
職
員
組

合
主
催
に
よ
り
行
う

九
月

二
日日

五
日

七六
日日

九
日

八
年
頃
の
不
景
気
時
代
に
生
活
苦
か
ら
娘
一

の
身
売
り
や
一
家
心
中
な
ど
続
出
し
た
た

一

め
、
政
府
で
そ
の
原
因
を
調
査
し
た
と
こ

一

ろ
そ
の
八
五

μは
病
気
に
よ
る
支
出
の
精
一

大
が
原
因
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で

一

病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
に
お
互
い
に
扶
一

け
合
っ
て
行
く
方
法
が
研
究
さ
れ
て
昭
和
一

十
三
一
年
に
国
民
健
康
保
険
法
が
制
定
さ
れ

一

た
も
の
で
そ
の
後
、
運
営
方
法
な
ど
改
良
一

さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一

勿
論
、
現
在
の
ま
L
で
は
ま
だ
ま
だ
不

一

充
分
で
す
が
町
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
一

に
よ
っ
て
順
次
、
充
実
し
た
国
民
健
康
保
－

僻
胞
に
し
た
い
と
努
力
し
て
お
り
ま
宇
か
ら
一

各
位
の
］
闘
の
御
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

一

”
会
合
の
明
る
き
窓
や
菊

一
一輪“

一



Jr

．－

一家
庭
の
‘
学
習
指
導
に
つ
い
て

季

節

保

育

所

か

訪

ね

て

一第
三
分
科
会
は

一進
学
就
職
の
問
題

：・

写

真

は

南

保

係

資

所

1

i

l

－－－

一

興
凶
分
科
会
は

九
月
十
三
日
朝
日
町
社
会
福
祉
協
誠
会

一激

励

を

行

っ

た

。

児

出

生

徒

の

校

外

補

却

を

ど

の

よ

4
に
す

で
は
民
生
観
と
合
同
？
、
会
長
野
田
隆
俊
一

元
来
季
節
保
育
所
は
農
繁
則
の
あ
い
だ
れ
ば
よ
レ
か

以
下
十
六
名
が
参
加
し
て
、
農
繁
期
に
開

一見
角
放
置
さ
れ
勝
ち
な
乳
幼
児
を
預
っ
て
一一
緒
附
躍
は
仲
い
三
県
の
児
童
生
徒
の

設
さ
れ
て
い
る
管
内
十
五
ケ
所
の
孝
飾
傍
一
必
要
な
保
護
を
加
え
、
心
身
共
に
健
か
に

一文
化
変
説
こ
対
し
積
極
的
に
推
し
進
め
る

育
所
を
訪
問
し
、
保
母
と
児
童
ら
の
慰
問
一育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

一方
策
如
何

t

－

・
・
・
田
園
田
・
・
・
・
－

R
駿
悩
幽
園
周
総
甑
E
・

意
味
で
季
節
保
育
所
の
運
営
は

一
尚
全
体
協
議
と
し
て
第

一
分
科
会
の
問
題

・
・
・
・
・
・
園
田
ヨ
温
調
遡
摺
溜
岨
圏
潤
～
議
…
・
・

疎
か
に
出
来
な
い
こ
と
は
釘
論

一を
中
心
に
研
究
を
進
め
た
が
各
分
科
会
共

圃

圃
盤

機

繍

繍

瀦

繍

機

機

織

＼

バ

園

開

保
育
従
事
前
の
質
実
の
向
上
が

一
に
活
発
な
意
見
の
発
表
が
あ
り
向
日
一
一一時

・
・
圏
闘
闘
際
船
齢
盤
底
際
齢
齢
齢
九
ヘ
ヨ
・
明

強
〈
要
望
さ
れ
、
亦
地
元
民
の

一
一一－十
分
閉
会
し
引
続
き
泊
中
学
校
に
於
て

圃
・
圃
圃
・
・
圃
圃
圃
圃
・
濁
ふ

W聞

あ
い
だ
に
痛
切
に
関
心
を
喚
起

一
会
会
員
八

O
O名
が
和
や
か
な
中
に
相
当

圃
園
田
園
圃
・
・
・
・
・
・
圃
・
潮
組
閣
制
瞭
‘

園
町
，

1
1
8
一
の
成
果
を
収
め
た
。

－
圃
圃
圃
圃
・
圃
薄
明
以
町
駅
齢
駒
園
周

さ
れ
つ
L
あ
る
と
と
は
児
f
抱

一更
に
九
月
五
日
六
日
の
二
日
間
に
亘
り、

圃
圃
圃
・
圃
圃

．．
 ，
齢
臨
喧
掴
閣
緬
塑
圃
闘
い¢

祉
の
た
め
に
誠
に
喜
ば
し
し
こ
一泊
小
中
学
校
、
入
普
小
中
学
校
、
舟
見
小

園
田
園
田
園
田
・
・
・
・
圃
掴
掴
明

靖
則
駒
山抑
…・
・・
～
切
と
で
あ
る
。

一宇
校
、
小
川
中
学
校
を
会
場
と
し
て
富
山

圃
・
・
圃
圃
圃
園
田
・
圃

E
E
E
n
b司
一
比
一
圃
j
一ぶ

特

に
こ
L

て

二
年
の
あ
い

一新
潟
長
野
三
県
連
合
小
中
学
校
長
会
が
開

E
 

・

E・
圃
圃
・
・
・
・
・
圃
・
E
圏
内
回

以
圃

十
に

．た
に
急
速
な
進
歩
を
見
せ
、
町

一
か
れ
た
が
、
会
向
者
約
三
百
名
が
そ
れ
ぞ

・

圃

圃

闘

関

闘

立

：

；

会

長
や
婦
人
会
役
員
ら
の
理

一
れ
の
分
科
会
に
分
か
れ
真
剣
な
意
見
の
変

・
圃
・
・
・
・
・
開
園
関
駅
魁
盟
副
司
議
開
閉
悩
鳩
鶴

一換
や
研
究
の
発
表
が
あ
っ
た
カ
、

－

園

田

園

患

遺

曙

閣

間

際

J
町
議

論
解
と
協
力
を
得
て
、
潜
身
設
側

一

圃
・
・
・
園
田
開
網
悶
悶
担
臨

－

a

．，3

閥

一第

一
分
科
会
で
は
ト
学
校
教
育
に
つ

レ
て

・

・

・

・

圃

臨

麟

院

副

凋

掴

開

ン

プ
越
が
良
好
に
向
い
つ
よ
る
こ
と

一現
場
一に
於
け
る
指
部
・力
の
向
上
方
策

・
・
・
・
・
圃
掴
園
圃
冨
田
町
松
治
組
甥
務

闘

が
こ
ん
ど
の
訪
問
で
陥
一蹴
さ
れ
訴
礎
学
力
を
つ
け
る
方
策

a－
－
－
－
－
圃
・
圃
掴
置
画
園
町
賦
邸
側
一
－殺

一た
。

（
民
生
一
蹴
）
教
材
教
共
の
工
夫
に
つ
い
て

l
i
l－

1
1
1
1
11
1
1
1

、

第

二

分
科
会
で
は

会
：
商

工

直

リ

・

＊

一

金
融
関
係

一道
徳
教
育
に
対
す
る
現
場
教
師
の
対
処

『

F
－－

d
i
－

－
二
、
国
金
八
月
申
込
額
二
八
O
万
円

一字
級
会
に
於
け
る
道
徳
性
の
啓
培

一

一
一
二
名

一道
徳
意
識
昂
揚
の
た
め
の
家
庭
の
協
力

古
・
：
・
朝
日
町
商
工
連
合
会
：
タ

一
一
、

伊

決

定

額

一
四
O
万
円
一
第
三
分
科
会
で
は
中
学
教
育
に
於
け
る

八
月

一
日
両
越
相
撲
大
会
桜
町
商
工
会
主

一

一

一

名

一

各
方
面
か
ら
の
生
活
指
導
に
つ
い
て

催
に
て
桜
町
保
育
所
に
て
行
な
う

一
て

グ

否

決

比

名

未

決

四

名

一時
間
紛
糾
一
院
は

八
月

一
日
よ
り
四
日
迄
で
泊
成
工
会
の
中

一
二
県
予
託
金
第
一
臣
四

O
万
円一割
当

一
級
業
家
庭
科
教
育
の
問
阻

元
大
売
出
し
を
行
な
R
J

一
一
、
4

第
二
回
二

O
万
円
H

一
全
体
会
識
に
於
て
は

八
月
四
日
ん
川
崎
浜
ま
つ
り
人
出
一
万
、
大

一
l
i
－－
－i
・l
i
－－
－l
・l
a
i－－－
1
i
一教
育
の
在
方
及
び
社
会
風
潮
、
マ
ス
コ

ミ

レ
に
に
き
あ
う

一
富
山
、
新
潟
、
長
野
三
県

一
の
間
胞
に
つ
い
て

八
月

一
回
目
地
合
会
後
世
東
京
相
旗
小
丸
一

P
T
A連
合

協

議

会

及

び

↑M
V
目
下
教
育
界
に
於
け
る
翫
袈
諮
問
題
に

、
ド
に
て

側

併

す

一

つ

い

て

協

叡

し

二

日

間

の

幕
を
と
じ
た
。

八
月
一
八
日
的
問
工
会
役
員
会
員
、
時
一

三

県

小

中

学

校

長

会

聞

か

る

！

F

！

l
i

l
i
－
－
」

ど
｛
J

一

一

先

々

月

号

の

訂

正

一

り
似
金
二
階
に
於
て
一
去
る
八
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
よ
り
泊

一

一

八
月
二
八
日
賀
町
節
目
寸
見
表
作
製
央
担
配
布
一
小
中
高
等
学
校
を
会
場
と
し
て
富
山
新
潟

一

第
幻
号
に
町
内
会
長
氏
名
の
登
載
中

一

一
部
ニ

ru円
一

良

好

三

県

P
T
A
連
合
研
究
協
説
会
いか
開

一

誤
り
と
具
動
が
あ
ま
し
た
の
で
左
の

一

i

、
！
、
11

一
か
れ
た
が
当
日
の
協
議
題
と
し
て

一

は
お
り
訂
正
し
た
し
ま
す
。

一

八
月
二
九
日
貯
蓄
納
税
組
合
ず

巨

同

一
第
一
分
科
会
は

一

比
一
院
地
区
山
崎
新
大
井
久
造

一

に
附
い
て
馴
課
税

一
括
納
税
す

一
P
T

A
は
道
徳
教
脊
に
対
し
ど
の
よ
う

に

泊

治

区

荒

川

三

上
原
亀
蔵

一

九
月
二
日
太
子
部
誠
会
懲
備
蚕
員
会
開
似

一回
併
し
協
力
し
た
ら
よ
い
か

．

グ

末

広

町

木

村

淑

枝

一

九
月
七
日
太
子
駅
前
会
役
員
会

開

催

一

第

二

分

科

会

は

グ

上哨
吟

同

咽

．1
2
ぷ
ピ

国
設
禁
猟
区
指
定
に

つ
し、

(2) 

て

日
本
海
沿
岸
で
有
名
な
、
最
も
北
の
腰

帯
樹
世
田
で
文
部
省
指
定
の
天
然
記
念
物、

千
古
斧
を
入
れ
な
い
鹿
嶋
樹
般
及
び
海
岸

城
山
周
辺
一
帯
に
僅
息
す
る
鳥
獣
、
本
邦

に
お
い
て
も
特
に
珍
ら
し
い
も
の
を
混
じ

い
て
、
二

C
O
余
種
類
が
億
ん
で
お
り
ま

す。四
重
4

を
通
じ
て
特
に
珍
ら
し
い
渡
鳥
等

が
群
を
な
し
て
飛
ん
で
く
る
の
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
学
術
研
究
、
教
育
資
料
等
に
非

常
に
重
要
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

近
年
こ
の
珍
ら
し
い
有
益
鳥
駄
を
捕
堕

す
る
者
が
ふ
え
て
き
て
、
こ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
こ
の
大
切
な
烏
や
獣
が
よ
っ

て
こ
な
く
な
る
し
、
描
陥
慨
さ
れ
る
た
め
に

被
る
の
と
で
終
に
は
い
な
く
な
っ
て
し
も

号
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
保
護

す
・る
た
め
僅
息
地
一
帯
を
設
林
大
臣
に
お

願
い
し
て
禁
猟
区
に
指
定
し
て
い
た
だ
く

ょ
う
申
鞘
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
指
定
を
み
る
ま
で
は
向
田
も
何

回
も
続
け
る
つ
も
り
で
す
が
！
、
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
大
丈
夫
と
か
刊

産

業

昭和32年9周20日発行

課

図
書
館
に
蔵
書
を
寄
附

清
水
町
下
沢
正
勝
氏
は
井
上
靖
著
「
縁

の
仲
間
」
他
三
八
如
、
栄
町
松
田
願
士
口
氏

は
ツ
ル
ゲ
ネ
1
7

「父
と
子
、
処
女
地
」

他
四
十
一
加
の
凶
器
を
そ
れ
ぞ
れ
朝
日
町

中
央
閣
部
館
に
寄
附
さ
れ
た
。

境

小

中

学

校

の

改

修

工

事

総
予
算
約
四
十
一
一
一
万
円
を
以
っ
て
給
食

室
十
二
町
、
食
部
三
坪
、
更
衣
室
ニ
坪
半

給
食
受
押
開
場
八
坪
、
小
使
室
四
坪
、
湯
わ

か
し
喝
二
坪
の
改
造
工
務
が
進
め
ら
れ
て

い
た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。

ひさ

根
本
建
設
大
臣
視
察

九
月
七
日
根
本
建
設
大
臣
は

金
森
町
長
の
案
内
で
朝
日
地

区
下
横
尾
、

大
屋
の
海
岸
侵

’
・
蝕
防
止
の
謹
岸
工
事

圃

－

1
（
・
を
視
察
し
た
。

f
－
 

i
m
H

〈一

同
工
事
は
国
常
築
業

成
…

で
下
獄
尾
百
八
十
米

由冗一

は
約
二
千
万
円
の
工

の
…

践
で
烈
市
民
土
位
、
が

事
…

あ
た
り
大
臣
百
五
米

工
…

は
千
二
百
万
川
で
火

山
淳
一

車
砲
蔽
の
手
で
進
め

E
E
山
ら
れ
て
い
る
。

大
体

1
・

吾
首
山

に
お
い
て
九
割
近
く

の
工
事
が
進
ん
で
い
て
完
成

は
十
川
中
旬
頃
と
予
定
さ
れ

て
し
る
。
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自

心

境

一
も
し
ド
ロ
ボ
ウ
に
入
ら
れ
た
ら
、
現
場
を

4

4

；

一そ
の
ま
与
に
し
て
す
ぐ
駐
在
所
へ
崩
け
て

泊
小
学
校
に
於
て
は
去

一下
さ
い
。

も
八
十
周
年
記
念
に
ピ
ア

一計
が
早
け
れ
ば
早
い
程
回
刷
物
が
乎
併
に

正

し

い

選

挙

に

つ

い

て

』
ノ
附
入
の
際
の
余
剰
金
を

一
返
ゐ
昭
一
み
が
あ
る
か
ら
で
寸
。
あ
り
ふ
れ
た
一言
諜

Eす
繰
返
さ
れ
る
司

一れ
は
護
学
時
の
み
で
な
く
常
時
啓
発
、
組

会

次

則

楽
総
購
入
の
た
め
貯

一

（入
者
察

知

）

誌

で

あ

り

ま

す

。

般

的

に

行

う

こ

と

に

よ

っ

て

始

め

て

国

民

，
蓄
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
利

一

i
iパ
i
l
i－
－
川

i
川
ペ
イ
l

一

毛

一
目

涜

パ
兄

こ

2

J

Z

－さ
て
、
本
当
に
住
民
の
た
め
の
明
る
い
政

一
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
よ
く
そ
の
目
的

集

子

共

約
十
万
円
に
な
っ
た

一き

お

1

i
て

し

可

－

一

勇

一

1

4

1
・

一治
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？
、
又
正
し
い

一
カ
達
成
で
き
る
と
の
見
地
か
ら
、
そ
の
常

音

訴

訪

れ

ド

一①
店
ょ
び
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

一総

長

川

訴

訟

け

い

の

違

反

一附

践

む

口

町

民

比

五

三
路
れ
れ
泊
料
M
M
m
－
一川
野
刊
し
は
川
U
1
削
れ
ぶ
引
い
か
持
ィ
M
M
m
4
晶
化
m
M
M
側
一い
日
昨
日
山
μ

M

MV
U
M岬

柳
沢
数
輪
、
野
削
教
諭
の

一
し
丈
A

官
官
カ
江
十
万
よ
上
の
と
ぎ
ま
、
去
し

i
j
WHMり
i
q
〆。

ι

ー

一
U
t

披

裂

が

こ

れ

か

ら

の

忠

一中
告
む
税
務
怨
へ
十
し
、
納
税
い
な

－統
制
制
約
引
い
コ
一
一
M
M
邸
々
の
方

一汁

九

日

り

日

均

一

一

ぷ

税

法

」

ま
に
つ
い
て
指
辺
或
い
は
合

一け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一法
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
か
な
ら
ず
し
も
一
の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
の
で
、
開
催
依
頼

務

者

間
練
抽
出
誌
を
続
け
て
葬
式

一①
日
務
慌
時
間

L
効
果
が
あ
っ
た
と
は
云
へ
な
い
の
で
あ
り
一
の
節
は
伺
卒
御
協
力
の
程
を
お
願
い
い
た

期

長

カ
い
よ
い
よ
そ
の
披
露
の

一
級
相
続
人
の
も
っ
て
い
た
借
入
金
等
の
日

一
ま
す
の
で
、
種

々

と

検

討

が

加

え

ら

れ

こ

了

ま

す

。

〈

選
管
）

f
喝
河
浬
び
と
な
り
、
九
月
十
日
一
務
は
相
続
し
た
財
産
の
額
か
ら
控
除
す
る

一
三：・
8
1
2

・，
t
－rt
y
－－－J
－J
L
t
－－－
a
i
－－
J
・、
ん
＼
J

J
－－
L
・1
t
J

－J
2
、
，
・・～．，
、．．． 2
、
y
a－－－，、
．．
 

ブ
恥

P
T
A
九
月
例
会
を
期
し
一
①
配
m宣
告
、
未
成
年
者
の
控
除
一

新

し

い

運

動
器

具

に

喜

ぶ

南

保

小
学

校

の

こ

ど

も

遠

p
l也踊

て
一
般
並
に
父
兄
を
招
待

一
相
続
人
が
被
相
続
人
の
配
偶
者
で
あ
る
と

一

曙
闘

し
牒
大
に
援
母
雲
市
を
開

一き
は
相
続
し
た
財
産
の
価
絡
の
二
分
の
二
健
康
の
秋
｜
｜
南
保
小
学
校
下
P
T
A
及
有
志
は
、
こ
の
程
こ
ど
も
遠
の
た
め
に
蜜

！
説

催
し
た
。

一
を
控
除
す
る
。

一梯
．フ

ラ
ン
コ
な
ど
を
お
く
り
、
写
其
の
よ
う
に
グ
ラ
ン
ド
の

一
部
が
楽
し
い
児
富
山
北
岡

町
出

一相
続
人
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ

地

に

な

っ

た

。

こ

ど

も

遥

は

の

聞

は

川

川

山

川

刊

凶

が

れ

五

日

川

い

川

け

詳

川

制

約

ω印
刷

机

役

一

日

間

引

抑

制

晴

着

を

ゴ

ソ

ノ

J

一

一

の
掛
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
但
し
申
告
書
・
h

具
を
つ
か
つ
て
楽
し
く
身
体

、
、

ー

に
と
を
実
行
し
て
下
さ
い
。

一

．y

を
き
た
え
て
い
る
。

更
に
グ

今
年
の
六
月
十
九
H
t・
－
前
十
時
頃
入
邦

一れ
い
家
に
は
出
来
る
だ
け
老
人
や
子
供
で
も

一倍
出
期
間
（
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と

ラ

ノ

ド

ま

ノ

1

2

1

町
新
屋
、
良
奨
文
さ
ん
方
へ
家
人
が
余
部

一

よ
い
か
ら
留
守
番
ぞ
お
く
よ
う
に
致
し

一
を

知

っ

た

臼

の

翌

日

か

ら

五

、

六

月

以

内

眺

白

場

コ

2
1怖
か
整
備
な

田
園
へ
出
て
お
ら
れ
る
関
守
の
間
に
同
家

一

ま
し
ょ
う
。

一
）
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
限
る

ど
南
保
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
セ

の
お
院
さ
ん
の
陪
若
十
四
点
を
プ

ツ
ソ
j

一幻
ど
う
し
て
も
留
守
番
を
‘
。
け
な
い
と
き

一①
ぷ
礎
控
除

｛
『（

－

f
l
ト

h
i
－

－

y

－
D
Cよ
ひ
＠
の
寸
搾
除
を
符
っ
た
炎
の
相

γ
タ
ー
と
し
て
の
構
想
へ
着

踏
ま
れ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
、
求
人
が
は
隣
り
注
ゆ
て
は
J
の
見
廻
り
噌
て
番
統
一
附
涯
の
側
か
ら
五
十
万
円
を
陀
…

F

4

h

進
一
め
ら
れ
て
レ
る
。
ま
た

昆
飯
に
田
町
か
ら
・
訴
に
陥
っ
て

rめ
て

況

を

公

く
よ
う
に
致
L
ま
し
ょ
4

相
続
税
の

計

算

同

校
玄
関
前
に
回
米
に
七
米

見
し
た
が
あ
ま
り
の
こ
と
に
持
－MM
へ
川
け

子
供
さ
ん
の
巡
M

M
棋
を
作
る
こ
と
も
一
相
続
し
た
財
産
の
額

1
1日
務
｜
｜
回
仙

の

大

き

な

噴

水

池

が

つ

く

ら

る
の
も
忘
れ
て
ガ
ツ
カ
り
し
て
お
ら
れ
る

一

方

法

で

す

。

者

搾

除

、

米

成

年

者

世

除

｜
｜
以
礎

股

除

れ

た

。

問

、

金

魚

を

は
じ
め

の
を
近
所
の
人
が
見
る
に
凡
か
ね
て
持
病
一問
時
折
問
問
か
ら
上
っ
て
家
を
凡
廻
り
ま

一
ハ
五
十
万
円
〉

U
脱

税

制

約

い

ろ

／

＼

な

、
水
陸
動
物
、

へ
案
内
せ
ら
れ
た
の
で
禁
制
も
ま
ハ
を
知

一

し
よ
う
。

一線
説
～
刷
物
×
裂
す
相
続
税

k
速
く
わ
い
な
ど
の
水
生
植

っ
た
の
で
す
が
、
了
度
そ
の
頃
伯
区
察
の
の

一

ω家
に
は
現
金
を
多
く
お
か
な
い
よ
う
1
一線
一
僻
柿
二
十
万
円
ま
で
一

oup

ん段

、
理
科
学
習
の
継
続
観

で
慌
し
い
着
物
を
も
っ
て
い
た
舟
見
性
れ

一

し
、
お
く
鳩
合
は
タ
ン
ス
等
で
な
く

一

H

二
十
万
円
超
一
五
%

察

に

役

立

ち

、
こ
れ
ま
た
こ

の
魚
津
英
に
つ
い
て
控
査
し
て
い
た
の
で
一

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
分
散
し
て
し
ま

一

H

五
十
万
円
超
こ
の
%

ど
も
逮
は
大
事
び
。
こ
れ
に

そ

の

震

を

さ

ん

方
の
も
の
で
あ
る
こ

一

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一

υ
3
p
m問
一一
一
努

よ
っ
て
こ
ど
も
の
健
か
な
身

地
り
、
そ
の
日
の
中
に
逮
捕
し
た
の

一切
見
な
れ
ぬ
特
し
い
人
を
見
た
ら
人
相
、

一

g

四
百
万
円
超
三
五
%

休

と

若

突

な

学

力

を

め

ざ
す

で
品
物
も
全
部
文
さ
ん
に
返
り
大
目
び
。

一

持
物
、
行
光
都
を
よ
く
芸
品
し
て
見
て

一①
相
続
税
の
納

税

に

つ

い

て

は

延

納

が

認

同

校

の

歩

み

は

、

校

下

の

熱

：
こ
の
よ
う
に
摘
の
手
も
か
り
た

一

お
い
て
下
さ
い
。
被
留
の
あ
っ
た
と
き

一
め

ら

れ

る

。

な

お

詳

細

は

税

務

署

へ

お

問

意

と

協

力

に

よ
り
一
段
の
進

レ
民
家
の
み
な
さ
ん
の
問
守
合
－
犯
つ
で
い
一
の
た
め
に
な
り
ま
す。

一
い
合
せ
下
さ
い
。

F

魚

津

税

務

署

）

展

が

見

ら

れ
よ
う
。

昭和32年9用20日発行ひさ

ス

あ第 25号（昭和32年8月8日）
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学

一，

〉ロ：

明

L、
政

る

6 
7 



有

望

品

種

の

特

性

一
生
m
叫
が
良
・い
の
で
す
、
甘
藍
で
早
生
と
名

北
陸
六

O
号
、
最
近
の
品
種
［
股
去
盟
か
ら
一
の
つ
い
た
品
種
で
す
、
早
生
橿
は
戸
般
に

－r
l

一
一
個
の
重
量
は
少
い
も
の
で
す
か
ら
少
家

見
て
有
望
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
一
応
昏
俊
一

E
一
族
こ
は
都
合
が
良
い
訳
で
す

方
に
紹
介
し
て
検
討
し
て
見
て
下
さ
L
。

一ー一早
生
積
は
九
月
上
旬
に
盛
子
を
蒔
い
て
も

農
林
二
二
号
×
北
陸
一
一
号

一一
抽
台
の
少
な
い
も
の
で
す
が
晩
生
種
は
、

熟
期
、
新
六
号
程
度
の
早
生
重
、
刈
夜
一

一九
月
中
旬
以
降
で
な
い
と
抽
台
が
あ
る
の

九
月
十
七
日
前
後
の
平
生
、
穂
電
型
一

一
で
す
か
ら
注
意
し
て
万
一
早
蒔
し
て
あ
る

便
盤
、
得
長
農
机
一
号
よ
り
附
有
長
い
、

一一

ブ
月
下
旬
に
一
皮
植
え
か
え
て
下
さ
い

稿
長
は
大
で
粒
苛
慌
で
、
描
m
型
良
好
で
あ

一

J

一
定

楢

期

本

業
七

t
八
校
の
頃
が
適
当
で

る
。
粒
は
中
で
枚
量
投
勝
一
号
ょ
っ
泌
る

一一
あ
る

十

一

月
中
旬

で
遅
く
と
も
根
雪
前

穂
数
は
少
な
い
が
朗
色
良
好
で
あ
る
。

一

病
轡
虫
の
対
提
出
は
中
位
で
あ
る
。

一
ま
で
に
活
者
さ
す
－
」
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
肥
料

反
当
施
肥
症
は

新
六
号
と
の
比
鮫
し
て
見
る
と
、

一一

N

五
t
六
〆

出

穂

熟

期

芸

数

・

ボ

長

一

月

日

月

日

本

c
m
一

ド

二

t
一一一〆

新
六
号
八

・
八

九

・
十

五

一

八

一

八

一

K

四

t
五
〆

じ
差

尚
一

地
肥
例
を
示
止
ま

対

α号
八

・
九

九

・
十
七

宍

去

二

－

一

批
…
肌

凶

O
小
山

下

肥

四

五

o
j

牧

量

比

千

粒

町

一

概

公

七

〆

過

石

四
〆

－O
O

一
九
六
瓦

一

木

氏

三

五

〆

一

二

一

一

一一

O

一

下
肥
は
追
肥
と
し
て
三
回
に
分
施

1
1
a也
円
l／

抽
省
の
原
因

，、
－

4
3
V
J

秩
蒔
き
甘
藍
の
掃
極

い
メ

ι聖
司
、
＼

適
期
は
サ
ク
セ
ツ
シ
ヨ

ン
の
如
き
遅
く
と
る
品

簡
は
九
月
中
旬
で
あ
る
か
ら
早
播
き
す
る

と
来
た
温
度
が
高
く
育
商
期
聞
が
長
く
な

る
の
で
首
が
過
大
と
な
り
抽
台
が
多
く
な

る移

植

回

数

移
植
回
数
を
湘
加
す
る
こ
と

に
よ
り
発
育
を
抑
制
出
来
、
抽
台
を
防
げ

る
＠
移
航
回
数
を
多
く
す
る
と
結
球
が
少

さ
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
多
く
し
な
い
様

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

定
植
の
蒔
巾
と
練
間

け
川
摘
に
依
り
剛山
る
の
で
あ
る
即
ち
後
間
早

生
は
坪
に
八
J
十
株
、
睦
巾
ニ
尺
五
寸
×

株
間
一
尺
五
寸
位
を
標
準
と
し
て
組
付
け

る
、
サ
タ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
如
き
口
問
簡
は
同
庁

六

t
七
妹
、
畦
巾
二
尺
位
l
て
考
へ
ら
れ

た
い

害
虫
の
防
除
、
定
指
後
、
夜
盗
虫
、
青
虫

防
除
に
は
D
D
T
粉
剤
反
当
＝
一
キ
ロ
撒
布

し
て
置
く
こ
と
。

(4) 昭和~2年9月 20日発行ひさ

玄
米
一

升
量

一
一
九
＝
一匁

二
八
七
匁

あ
米
俵
は
新
六
号
程
度
で
あ
る
、
風
害
は
新

六
号
よ
り
少
な
い
か
ら
一

応
有
望
と
考
へ

ら
れ
る
口
問
留
の
一
つ
で
あ
る

昨
年
の
成
績
を
見
る
と

笹
川
で
、
反
枚
三
石

一
斗
六
升
で
八
品
圏

中
で

一
位
。
山
附
で
、
＝
一石
六
斗
穴
朴
で

十
一
品
種
中
一
一
一
位
。
舟
見
で
四
石
八
升
で

二
位
の
枚
量
と
な
っ
て
居
る
。

地
力
は
上
位
の
田
で
裁
悼
惜
さ
れ
る
こ
と
が

地
取
と
な
る
嫌
で
あ
る
、

欠
点
と
し
て
は
州
収
悶
に
天
討
が
思
い

と
館
発
芽
す
る
か
ら
注
意
が
必
様
で
あ
る

甘

藍

の

裁

培

春
五
月
か
ら
七
月
ま
で
に
食
踏
を
に
ぎ
は

す
も
の
に
甘
監
が
あ
り
ま
す
、
栄
食
価
の

高
い
、
生
食
出
来
る
も
の
で
す
、
唱
に
で

も
裁
培
が
容
易
で
す
か
ら
次
に
栽
培
に
つ

い
て
考
へ
て
見
ま
せ
ぅ
。

主
月
中
旬
か
ら
枚
穫
す
る
に
は
や
は
り
早

第 25号
（昭和32年 8月8日）
第3種郵便物認可l

農

業

委

員

会

だ

よ

り

八
月
二
十
三
創

案
件

一
農
地
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可

申
請
の
件
（
所
有
権
移
転
〉
一

O
件

ニ
民
地
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
許
可

申
間
の
件
所
有
権
移
転
転
用
）

一二
件

を
審
議
議
決
し
た
。

＠
毎
月
の
定
例
開
催
日
を
五
日
と
定
め
た

の
で
許
可
由
・
閥
を
さ
れ
る
人
は
月
米
ま

で
に
品
業
委
員
会
郁
務
所
で
手
続
き
下

4
t

、。

八
月
二
十
三
日
運
営
委
員
会
開
催

会
長
、
部
会
長
、
専
門
蚕
員
長
、
及
び

各
職
務
代
剛
者
の
八
人
で
左
記
の
布
市
沢

を
協
慌
し
た
。

一
郎
会
、
碍
門
安
員
会
の
迎
営
に
つ
い

て
二
月
別
事
諜
災
施
計
画
に
つ
い
て

宮
山
県
民
村
文
化
賞
に
つ
い
て

農
村
泊
村
政
殻
総
会
対
策
に
つ
い
て

農
地
部
会
開
催

四三

朝
日
地
区
玄
回

十
月
十
八
日
〈
金
〉

午
前
八
時
よ
り

二
場
所
小
川
中
学
校
校
庭

三
出
品
資
格
概
要

和
牛
出
品
者
で
六
箇
月
以
上
飼
育
し

た
も
の
で

生
後
十
箇
月
以
上
二
十
四
箇
月

未
満
の
牝
牛

生
後
二
十
四
簡
月
以
上
の
牝
牛

期
日

1. 2. 
乳
牛

出
口
問
者
が
引
続
き
六
箇
月
以
上

飼
育
し
た
も
の
で

生
後
十
箇
月
以
上
二
十
箇
月
米

満
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雑
樹
牝

牛生
後
二
十
四
箇
月
以
上
の
経
産

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雑
種
牝
牛

2. 

一
五

そ

の

他

－

一
九
月
二
日
朝
日
町
第
一
地
域
農
山
漁
村
一

一
振
興
協
融
会
を
開
催
し
て
顕
興
計
凶
に
ー一

一
つ
い
て
協
摂
し
た
。

農
山
梅
村
援
奥
地
域
と
は

富
山
県
で
七
口
地
属
を
昭
和
＝
γ
T
一
年
よ

り
五
箇
年
聞
に
指
定
さ
れ
る
必
川
以
東
の

五
地
区
（
南
保
、
五
箇
庄
、
泊
、
宮
崎
、

境
）
を
も
っ
て
区
肢
と
す
る
第
一
地
域
は

良
山
漁
村
建
設
総
会
対
策
の
計
画
樹
立
地

域
と
し
て
農
林
省
指
定
を
受
け
、
五
箇
年

間
に
お
け
る
地
域
の
振
興
計
一
闘
を
た
て
、

明
年
度
よ
り
二
箇
年
間
の
事
業
に
対
し
て

は
、
特
別
助
成
の
基
準
に
適
し
た
事
業
に

国
の
補
助

〈三
割

I
五
割
）
が
あ
る
、
こ

の
補
助
は
地
域
仮
契
の
さ
そ
い
水
の
よ

4

な
も
の
で
良
林
栂
民
、
倒
4

の
経
営
安
定

を
図
っ
て
部
務
、
地
区
の
版
興
に
及
び
そ

の
地
按
建
設
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
小
川
以
西
（
大
家
庄
、
山
崎
、
野

中
〉
地
援
は
区
割
が
は
っ
き
り
す
れ
は
指

定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

産

共

進

会

開

催

豚

一

戸

ム

頭

、
生
後
八
箇
月
以
上

の
牝
豚
で
出
品
者
で
六
筒
月
以

上
飼
育
し
た
も
の

肉
牛

明

二
才
以
上
の
牝
奄
で
出
品
者

で
引
続
き
三
箇
月
以
上
飼
育
し

た
も
の
。

馬

明

四

才

以

上

十
才
以
下
で
出
品

者
で
引
続
き
六
箇
月
以
上
飼
育

し
た
も
の
。

山
竿

生
後
八
箇
月
以
上
の
牝
で
出
岡
山

者
で
二
何
月
以
上
飼
育
し
た
も

の。

緬

竿

山

苧
に
閉
じ
、
但
し
牡
も
出
品

で
き
る
。

難

白

色

レ

グ

ホ
ン
の
産
卵
鶏
一
番

で
出
口
問
者
で
四
筒
月
以
上
飼
育

し
た
も
の

＠
夏
弱
り
の
家
畜
の
手
入
、

飼
料
の
瀬
増

等
に
、
気
を
つ
け
ま
せ
う
。

6 
8 

新

日
本
郷
土
図
観

朝
霧
峠

愛
の
か
た
み

暮
し
の
手
帖
却
号

大
番

2

野
鳥
の
世
界

二
人
の
武
蔵

2

嫉
妬

動
物
と
人
間

南
極
観
測
航
海
記

駅
間
女
優

化
石
学
習
図
鑑

民
謡
否
認

折
鶴
さ
ん
ど
笠

俳
間
大
辞
典

出
史
の
敏
訓

昭
和
時
代

お
は
λ

皮
膚
病

そ
れ
か
ら
の
武
蔵

転
落
の
詩
集
心
猿

中
野
実
集

現

代

の

科

学

毎

日

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

親

鴛

と

そ

の

喪

丹

羽

文

雄

女

の

愛

と

し

あ

わ

せ

と

南

待

美
徳
の
よ
ろ

め

き

三

島

由

紀

夫

奥
の
細
道
を
た
ど
る
井
本
農
一

林
芙
美
子
集

正
雪
記

山
本
周
五
郎

徳

川

家

康

日

山

岡

荘

八

ア

ン

ネ

の

日

記

ア

ン

ネ

フ

ラ

ン

ク

精

神

分

折

入

門

フ

ロ

イ

ド

リ
ン
パ

ロ
ス
ト
の
乙
女
ジ
1
ン
ポ
l
タ
1

怖
は
臨
時
吉
郎

6

川
口
松
太
郎

遺

伝

毎

日

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

一
O
O
万
人
の
健
康
食
北
辰
堂
絹

温
泉
風
土
記

日
本
温
泉
協
会
編

＠
朝
日
町
良
林
産
物
品
評
会
も
十
一
月
上

旬
行
わ
れ
ま
す
か
ら
野
菜
類
の
手
入
を

忘
れ
ず
、
米
と
共
に
良
質
多
胎
棋
を
図
り

ま
せ
う

実

干。

内

北
陸
夕
刊
社

山
手
樹

一
郎

田
宮
虎
彦

獅
子
文
六

少
年
写
真
文
庫

五
味
康
動

吉
屋
伝
子

林

寿

郎

海
開
丸
船
長
外

入
江
た
か
子

井
民
正
二
外

白
鳥
省
吾

陣
出
達
朗

伊
地
知
鉄
男
外

ト
イ
ン
．
ヒ
1

中
ぬ
健
蔵

字
野
千
代

川
村
太
郎

小
山
勝
消

石
川
達
三


